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び、後は自分たちの組
織の状態を考えて、実
現できそうな形でいく
つかの段階を設定し、
それに合わせてトレー
ニングの計画を立てる

ことです。そのほかトレーニングとは別に、日
常の中に習慣化するものも選んで、具体的なプ
ランを立てることです。

◆＜“Training Progrm ”とは、効果的、且つ
効率的であるよう個人の技能と知識を伸ばすこ
とである。トレーニングを実施することは組織
の責任であるが、もしプロジェクトが、特殊な
ことを必要とするなら、プロジェクト自身で必
要な技能を指定し、トレーニングを施すべきで
ある。＞
多くの開発現場において不足しているのは、組
織的なトレーニングです。もっとも、トレーニ
ングが不足している最大の原因は、プロセスが
定義されていないことにあります。そしてプロ
セスが定義されない最大の原因は、そこにいる
メンバーのスキルがバラバラであることです。
あまりにもバラバラであるために統一したプロ
セスを定義することはできず、結果的にトレー
ニングもできないのが現状です。したがって、
ここで採りうる方法は、全体のスキルを上げる
か、ある程度のスキルの線で分離するかです。
分析にしても設計にしても、トレーニングもし
ないで、即本番のプログラムを書くなんていう
のは、どう考えても間違っています。無料奉仕
ならまだしも、それで対価を貰おうというので
すから。
そして、トレーニングは基本的には自分たちで
実施すべきでしょう。組織の中で何人かの人達
が先行して習得し、それを軸に組織に広げてい
く形を採らない限り、今の状況では、組織全体
に対してトレーニングを実施することは難しい
でしょう。

◆＜“Integrated Software Management ”と
は、ソフトウェアエンジニアリングと管理活動
を首尾一貫して定義されたプロセスに統合する
ことである。そしてこのプロセスの企業におけ
る標準ソフトウェアプロセスと、関連したプロ
セスの特徴から調整される。そのような調整は
業務環境とプロジェクトの技術的な要請にもと
づいている。＞
これは先のプロセスの定義と管理活動を結び付
けることを意味しています。マネジメントと
は、当初の方針や計画に対して、その後の作業
結果や成果物から、当初の計画から外れていな
いかどうか判断する行為です。そのために、設
定したプロセスの各行為に対して、有効な管理

前回は、混沌の組織がレベル２の状態に成熟度
を上げるために有効な取り組みについて説明し
ました。そこでの要点は要求を明らかにするこ
とと、具体的な計画を立てることでした。約束
を果たすための最低限の取り組みです。
今回は、さらにレベル３に遷移するために必
要、且つ有効な取り組みについて説明します。

＜組織が、全てのプロジェクトに亙って効果的
なソフトウェア工学と管理プロセスを制度化す
るような基盤を確立するにつれて、プロジェク
トと組織の両方の問題に言及する。  ＞
因にレベル３は“定義された”レベルです。し
たがって、この段階ではソフトウェア・エンジ
ニアリングが表に出てきます。プロセスが“定
義”される状態に持っていくために、組織的な
取り組みが述べられているのです。

◆＜“Organization Process Focus”と は、組
織全体のソフトウェアプロセス能力を改善する
活動に対する組織上の責任を確立することを意
味する。＞
組織として、プロセス改善にどうのように取り
組むのか、その方針や、組織上の問題をはっき
りさせることを意味しています。一人のリー
ダーで出来ることは、彼のチームに対してだけ
であって、彼の善意に依存する訳にはいきませ
ん。この種の取り組みで、うまく行かない一つ
の原因は、組織の上層部に責任をとる人がいな
いことです。やはり、管理者が真剣に方策を考
えて、リーダーと一緒になって取り組む必要が
あります。

◆＜“Organization Process Definition ”と
は、役に立つプロセスの取り組みのセットを開
発し、そして維持することを意味する。そのプ
ロセスの取り組みは、プロジェクトにまたがっ
てプロセスを改善し、そして計量的なプロセス
管理にとって意味のあるデータを定義するため
の根拠を供給する。これらの取り組みは、ト
レーニングの様な仕組みを通して制度化でき
る。＞
これが、いわゆる“プロセスの定義”に相当し
ます。ライフサイクルの設定や、それに応じて
標準的な分析手法、設計手法、コンストラク
ション管理、テストの体勢などを決めます。も
ちろんその間の作業の流し方も決めることにな
りますが、これは設定されたライフサイクルに
よって大きく異なります。どのライフサイクル
を採用するかは、そのプロセスの特徴から判断
すればよいのですが、注意しなければならない
ことは、同じ組織でも、新規開発の場合と、そ
の後の保守活動とでは、採用するライフライク
ルが異なることも有り得るということです。そ
して、ライフサイクルが異なれば、ドキュメン
トの構成も変わってくるし、インスペクション
の深さや基準も変わってきます。たとえばプロ
トタイピングの場合は、ドキュメントそのもの
も段階的に詳細化していくような構成が必要に
なります。
今日では、ライフサイクル・モデルの種類やそ
れぞれの特徴などは、広く紹介されているの
で、自分たちのプロセスに適したモデルを選
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頻発する“いじめ”による自殺の意味するもの？

基準を設定しなければなりません。どの段階で
出てくるどの成果物は、どのような状態でなけ
ればならないかという目安を設けることです。
ただし、現実にはプロジェクトによって調整さ
れる必要があるでしょう。
ここで大事なことは、このような統合が為され
て初めて「品質保証」の仕組みが実現するとい
うことです。あるいはその足掛りが手に入ると
言うことです。

◆＜“Software Product Engineering ”とは、
明確に定義されたプロセスを絶えず行なうこと
である。そのプロセスは、正しく、一貫したソ
フトウェア製品を効果的に、且つ能率的に作る
ために、全てのテクニカルな活動 - 例えば要求
分析、設計、コード、テスト、その他一切を統
合する。＞
実はこれが出来るか出来ないかで、その組織の
レベルが上がるかどうかを占うことが出来ま
す。レベル１の組織では、組織として取り組み
を定めても、半年も続かないで終わってしまう
ものですが、レベル２から３に上がろうとする
組織では、このような技術的な活動を定義する
意味を理解しています。それでも、組織として
進めることが難しい状況であるなら、チーム単
位で選考することも効果的でしょう。“あの方
法でいける”ということが分かれば、後発組み
にとっては非常にやりやすいはずです。
ただここで注意することは、いくらプロセスを
定義しても、どこまでも細かく定義することは
出来ません。したがって、実際にはその場に応
じていろんな工夫が必要になり、そのためには
現場の意識が同じベクトルに集約されているこ
とが重要です。一人のリーダーが突っ走って
も、ここから先は簡単には行かないでしょう。

◆＜“Intergroup Coordination （グループ間の
協調）”とは、プロジェクトチームがいっそう
よく顧客のニーズを満たすことができるよう
に、ソフトウェア・エンジニアリンググループ
が、他の技術グループと活発に交流するための
方法を確立することを意味する。＞
組織としてレベルを上げるためには、このグ
ループ間の強調がどうしても必要になります。
“隣は隣”というのでは、組織としてのレベル
は上がりません。そのような組織ではレベル２
には上がれても、レベル３のプロセスには到達
しないでしょう。このような交流を進めるため
に、グループ毎にテーマをもって取り組み、成
果を公表しながら進めて行くことが必要でしょ
う。また、組織の評価制度を活用して、この取
り組みを側面から支援することが望まれます。
　　　　　　　　　　　　　　（次号に続く）

６―２ レレ ベベ ルル ３３

▲いじめによる、少年の自殺が相次いでいる。しばらく沈静化していたが、ここに来て一気に表
面化したような感がある。統計上はいじめの件数は減っていたが、誰もそんな統計は信じていな
かったはずだ。だから、今回の事件は、“やっぱり”という感じで受け取られた。
▲もっとも、ここまで問題が大きくなった理由は、たまたま一人の少年が「遺書」の形で、事情
を書き残したからであって、これがなければ単なる「突然死」で処理されていたところだし、マ
スコミもここまで騒ぐことはなかっただろう。
▲人には多かれ少なかれ“いじめ”の要素を持っている。だが実際には“いじめ”のレベルを超
えている。世間が「いじめ」という言葉で括っている限り、子供たちにはその限度の判断がつか
ないかも知れない。いい加減に一般的な犯罪の名称で呼ぶべきだろう。
▲これは、この国が子供のことを顧みなかったことへの警鐘ではないか。子供に対して殆ど選択
肢を提供していないし、テレビの番組も子供の成長を意識したものなど見当たらない。町に出て
も世の中みんな大人の都合に合わされている。死に至らしめた子供たちも、その犠牲になった子
供たちも、“ねぇ、ちょっとは僕たちのことも考えてよ”と言っているように聞こえる。
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今
日
、
団
塊
の
世
代
が
こ
の
人

生
の
分
岐
点
に
い
ま
す
。
大
量

の
同
世
代
人
が
、
数
少
な
く

な
っ
た
椅
子
を
争
っ
て
い
る
の

で
す
。
お
ま
け
に
、
「
戦
後
二

番
目
」
に
長
い
不
況
と
ぶ
つ
か
っ

て
し
ま
っ
た
し
、
さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
の

国
々
の
台
頭
で
、
我
が
国
の
産
業
構
造
そ

の
も
の
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

今
、
こ
の
世
代
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
ア
イ
デ
ア
で
あ
り
ビ
ジ
ョ
ン
な
の
で

す
。
そ
し
て
そ
れ
は
自
ら
も
ビ
ジ
ョ
ン
を

持
つ
人
に
し
か
叶
わ
な
い
こ
と
で
も
あ
り

経
済
企
画
庁
が
景
気
の
転
換
点
が
去
年
の

一
○
月
だ
と
言
っ
て
も
、
輸
入
の
圧
力
も

あ
っ
て
商
品
の
価
格
が
下
が
っ
て
お
り
、

工
場
の
稼
働
率
は
あ
る
程
度
回
復
し
て

も
、
利
益
を
以
前
の
水
準
に
戻
す
に
は
、

思
い
き
っ
た
固
定
費
の
削
減
や
、
一
層
の

生
産
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
実
際

に
九
月
期
で
利
益
を
回
復
し
た
企
業
の
殆

ど
は
、
大
幅
な
リ
ス
ト
ラ
を
実
施
し
た
企

業
で
す
。

一
方
、
一
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
か
ら
観
て
、
国

内
の
賃
金
水
準
が
、
世
界
の
水
準
か
ら
遊

離
し
す
ぎ
て
お
り
、
か
っ
て
七
○
年
代

に
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
脅
か
し

た
よ
う
に
、
今
度
は
、
ア
ジ

ア
が
日
本
を
脅
か
す
番
と
な

る
で
し
ょ
う
。
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と
こ
ろ
で
「
四
十
に
し
て
惑
わ
ず
」
と
い

う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
言
う
ま
で
も
な
く

論
語
の
中
の
有
名
な
句
の
一
部
で
す
が
、

一
体
何
を
惑
わ
な
い
と
い
う
の
だ
ろ
う

か
。
四
十
も
半
ば
を
過
ぎ
る
と
、
こ
の
こ

と
を
考
え
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

こ
の
句
の
前
段
に
あ
る
「
三
十
に
し
て
立

つ
」
と
い
う
の
は
、
人
生
の
「
方
針
」
や

「
進
路
」
で
あ
り
、
惑
わ
ず
―
と
い
う
の

は
、
そ
こ
で
立
て
た
進
路
に
向
か
っ
て
進

む
こ
と
を
惑
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

い
よ
い
よ
わ
が
国
も
二
大
政
党
時
代
の

到
来
か
！
、
と
い
う
に
は
実
に
寂
し
い

新
党
の
幕
開
け
で
あ
っ
た
。
そ
の
幕
開

け
を
前
に
党
首
の
選
出
方
法
で
、
内
部

で
意
見
が
分
か
れ
た
。
選
挙
の
要

求
に
対
し
て
、
“
話
し
合
い
で
決

め
る
の
が
民
主
主
義
の
ル
ー
ル
だ

”
と
対
抗
し
た
。
確
か
に
、
我
が

国
で
は
「
話
し
合
い
」
で
決
め
る

こ
と
が
民
主
制
だ
と
考
え
ら
れ
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
の
た
め
、
こ
の

よ
う
な
選
挙
を
実
施
す
る
と
割
れ

る
の
で
あ
る
。
地
方
の
首
長
選
挙

で
は
、
こ
れ
で
町
が
二
分
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
だ
か
ら
「
根
回
し
＝
話
し
合

い
」
で
決
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
方
が
喧
嘩
に
な
ら
な
い
か
ら
「
民

主
的
」
に
見
え
る
の
だ
ろ
う
。
話
し
合

い
で
決
着
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
だ
か

ら
、
色
々
な
根
回
し
工
作
が
横
行
す
る

こ
と
に
な
る
。
た
と
え
形
の
上
で
選
挙

地
中
海
も
の
で
有
名
な
歴
史
作
家

の
塩
野
七
生
女
史
は
、
『
四

十
代
の
男
が
、
も
し
不
孝
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
自

分
が
意
図
し
て
き
た
こ
と
が

四
十
代
に
入
っ
て
も
実
現
し
な
い
か

ら
』
で
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

も
っ
と
厳
し
い
こ
と
に
『
四
十
代
に
自
分

の
意
図
が
実
現
し
な
か
っ
た
人
は
、
五
十

代
に
な
っ
て
も
六
十
代
に
な
っ
て
も
実
現

し
な
い
』
と
も
言
っ
て
い
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
四
十
代
は
分
岐
点
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
こ
で
ど
っ
ち
の
道
に
入
る
か
（
い

や
、
入
れ
る
か
）
に
よ
っ
て
そ
の
後
の
人

生
が
大
き
く
分
か
れ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ

う
。

女
史
は
、
厄
介
な
こ
と
に
四
十
代
に
な
っ

て
、
は
じ
め
て
そ
の
こ
と
に
気
付
い
て
も

遅
い
と
い
う
。
四
十
で
は
「
惑
わ
ず
」
な

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
三
十
代
を
ど
う
過

ご
し
た
か
で
決
ま
る
の
で
あ
り
、
三
十
代

を
ど
の
よ
う
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
過
ご

し
た
か
が
問
題
だ
と
い
う
。
私
自
身
は
、

こ
の
真
っ
た
だ
中
に
居
る
た
め
、
こ
の
こ

と
を
検
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ

信
じ
る
し
か
な
い
。
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私
は
以
前
、
こ
の
稿
で
「
咾
耄
の
引
力
」

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
三
十
代
四
十
代

で
失
速
す
る
人
の
こ
と
を
書
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
学
校
を
卒
業
し
て
社
会
に
出

た
と
き
の
「
発
射
角
度
」
と
「
勢
い
」
だ

け
で
二
十
代
三
十
代
を
過
ご
し
た
人
の
場

合
、
そ
の
内
の
何
割
か
の
人
は
三
十
代
後

半
か
ら
四
十
代
に
か
け
て
失
速
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
ま
す
。
お
そ
ら
く
そ
の
時
点
で

『
自
分
の
意
図
が
実
現
し
な
い
』
こ
と
が

判
明
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

う
。
惑
わ
な
い
か
ら
、
そ
れ
に
成
り
き
れ

る
。
そ
う
な
る
と
、
自
分
は
ま
る
で
そ
の

仕
事
を
す
る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
よ
う

に
な
り
、
他
人
が
見
て
も
そ
の
よ
う
に
見

え
る
。
そ
れ
が
「
天
命
」
の
よ
う
に
思
え

て
く
る
か
ら
「
五
十
に
し
て
天
命
を
知

る
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
に
、
四
十
代
で

惑
わ
な
い
た
め
に
は
、
二
十
代
三
十
代
で

の
蓄
積
を
受
け
て
、
自
分
の
進
む
道
を
立

て
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
こ
の

間
、
自
分
の
能
力
や
希
望
に
迷
い
な
が

ら
、
自
分
の
進
む
道
を
絞
っ
て
い
く
の
で

す
。
同
時
に
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
資
質

を
手

に
入
れ
て
い
く
の
で
す
。
或
い

は
、
資
質
を
手
に
入
っ
て
い

く
過
程
で
、
進
路
が
絞
ら
れ

て
い
く
の
で
す
。
多
く
の
人

が
哲
学
書
の
類
を
読
む
の
は

一
般
に
こ
の
時
期
で
す
。
こ

こ
で
自
分
な
り
に
答
え
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
現
実
問
題
と
し
て
、
そ
の

よ
う
な
問
題
の
幾
つ
か
は
、
自
分
の
地
位

な
ど
を
活
用
（
？
）
し
て
押
し
切
る
こ
と

も
可
能
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
曖
昧

な
ま
ま
放
置
し
て
い
て
は
、
し
か
る
べ
き

時
に
「
進
路
」
が
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

も
っ
と
も
、
そ
の
時
点
に
於
け
る
当
人
と

し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
迫
り
来
る
危
険
に

は
気
づ
い
て
い
な
い
し
、
指
摘
さ
れ
て
も

信
じ
な
い
で
し
ょ
う
が
。

ご意見ご感想をお寄せください。宛先は表紙の住所又はＥ－Ｍａｉｌへ

今月の一言・今月の一言・升月の一､ｾ・今月の一言・今月の一言・今月捨一言・今月捨一言・今月の一言・今月の一言・今月の一言

今月の今月の

　　一言　　一言 を
実
施
し
て
も
裏
工
作
が
必
要
と
な
る
。

だ
が
、
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
は
、
民
主
制

と
は
多
数
決
で
決
め
る
こ
と
だ
と
い
う
。

し
か
も
五
一
％
で
は
な
く
五
○
％
＋
一
人

で
あ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
は
少
数
意
見
も

考
慮
さ
れ
な
い
。
そ
れ
を
考
慮
し

て
い
た
の
で
は
多
数
決
に
な
ら
な

い
か
ら
だ
。
取
り
組
み
の
優
先
順

位
を
決
め
る
た
め
の
選
挙
の
意
味

が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
も
し
そ

れ
で
は
困
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ

が
多
数
意
見
に
な
れ
ば
よ
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
欧
米
で
は
、
ほ
ぼ

認
知
さ
れ
た
考
え
方
の
よ
う
で
、

精
々
五
一
％
を
主
張
す
る
ぐ
ら
い

で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
議
論
は
必
要
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
判
断
の
材
料
を
提
供
す
る
た

め
で
あ
っ
て
、
話
し
合
い
で
決
め
る
た
め

で
は
な
い
。

こ
の
国
は
「
民
主
主
義
」
を
履
き
違
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

・

今

月

の

一

言

「
民
主
制
と
は
、
五
○
％
プ
ラ
ス
一
人
の
考
え
を

　
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
（
ジ
ュ
リ
オ
・
ア
ン
ド
レ
オ
ッ
テ
ィ
●
イ
タ
リ
ア
元
首
相
）

不不

惑惑

ま
す
。
今
日
ま
で
受
け
身
で
働
い
て
き
た

人
に
、
四
十
代
に
な
っ
て
突
然
「
ビ
ジ
ョ

ン
」
だ
と
言
わ
れ
て
も
、
難
し
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

果
た
し
て
、
こ
の
世
代
の
何
人
の
人
が
、

惑
わ
ず
に
自
分
の
意
図
す
る
道
を
進
む
こ

と
が
出
来
る
だ
ろ
う
か
。
か
く
言
う
私
も

こ
の
世
代
の
尻
尾
に
い
る
の
だ
が
・
・
・

そ
し
て
二
十
代
三
十
代
の
諸
君
！
　
こ
れ

は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
ぞ
。

『
天
は
人
々
に
平
等
な
結
果
を
分
け
与
え

る
こ
と
は
し
な
い
』
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■


